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研 究 に 当 た っ て

共通研究主題

「幼児が充実 した生活を して い くための指導の在 り方」

幼児期 は,人 格形成の上ですべての基盤であ り,幼 児が この時期に体験 した ことは,生 涯 に

わ たって影響を与え る ことにな る。 この重要な時期 に,幼 児 は主体 的に環境 にかかわ り,豊 か

な体験を重ね ることによ り,活 動 に対す る意欲が 高まる。 また,初 あての ことに も積極的 に取

り組み,多 少の困難があ って も くじけず,挑 戦 しよ うとす る気持 ちを もち,繰 り返 し行 うこと

によ って,や り遂げた満 足感や充実感を味 わい,幼 児 は充実 した生活 を して い くよ うにな る。

この ような体験 がで きるよ うにす るたあに,教 師 は,幼 児が友達 や教師 とのかかわ りの中で 自

分の思いを実現 していけ るよ うな環境 の構成 をす ることが重要で ある。 そこで今年度 は,共 通

主題を 「幼児が充実 した生活 を してい くための指導の在 り方 」 と して,研 究を進め ることに し

た。研究に当た っては,2分 科会を構成 し,各 分科会 におけ る研究主題及 び,研 究内容は次の

通 りであ る。

第1分 科会

「5歳 児が友達 とのかかわ りの中で 自分 を表現 し,相 手 の言動を受 け止めなが ら遊 びを楽 し

むための援助の在 り方 」

幼 児が充実 した生活 を送 るためには,友 達 とのかかわ りの中で,自 分の思いを表現 し,ま た,

相手 の思 いや考えを受け止め なが ら,遊 びを進あてい くことが大切であ る。 そのためには,安

心 して 自分を 出せ る環境,友 達 とのかかわ りの中で得 られ る満足感や充実感 を味わ う体験が重

要で ある。5歳 児の事例を中心 に,幼 児が友達 とかかわ ったときの相互交渉の姿 か ら幼児が遊

びを楽 しむ援助の在 り方を探 ることに した。

第2分 科会

「た くま しい幼児を育成 す るために幼児の思 いをどのよ うに受け止め援助 して いけば よいか」

幼児一入一 人が もって い る力 を十分発揮 し,目 的を実現 して充実 した生活を作 り出 してい く

た くま しさを育て るたあに,教 師は幼児 の思 いを どの ように受 け止 め援助 して いけばよいかを

明 らかに したい と考え た。 そ こで,文 献 やエ ピソー ド記録 か らた くま しさの要素を と らえて,

た くま しい幼児像 を明 らか に して い くと共 に,た くま しさが育 って い く過程 において幼児の思

いの受 け止 め方 や援助 の在 り方 を探 って い くことに した。
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幼児が充実した生活をしていくための指導の在り方

5歳 児が友達 とのかかわ りの 中で 自分 を表現 し,相 手の言動 を受 け止めなが ら

遊 びを楽 しむ ための援助の在 り方

1主 題設定の理 由

幼児 は友達 とかかわ りなが ら,互 いに認 あ合 った り,励 ま し合 った りす ることで,自 己を

発揮 した り,様 々な感情体験を した りす る。 そ して,と りわけ,5歳 児 は,そ の中で友達 を

思 いや る心が芽生え,相 手の言動を受け止 め,相 手の気持 ちを考 えなが ら,遊 びを進め るこ

とがで きるよ うにな ると考え る。

最近の5歳 児を見 ると,自 分が興味のあ ることに対 して意欲 的に取 り組み,自 分 の思いを

はっきり出す などの姿が見 られ る。一方,自 分の気持 ちを コン トロールす ることが 苦手で あ

る,や りたいことだけ しかや らない,自 分の思 いは出せ るが人の話が聞けない,困 難 な こと

に出会 うとなかなか立 ち直れない、 自分の感情や思いを相手 に分か るよ うに表現で きないな

どの姿 も見 られ ることが多い。

幼児が充実 した幼稚園生活を送 るたあには,安 心 して過 ごせ る幼稚園生活 がある,先 生や

友達 に認め られた り,共 感 して もらえた りして満足感を味わ うことがで きる,ま た,自 分の

こう した いとい う目的があ り,課 題 に挑戦 してで きるよ うにな り達成感を味わ うことがで き

ることな どが考え られ る。それは,幼 児が友達 との遊びの中で 自分 の思 いや考えを出 して遊

びそれが友達 に受 け入れ られた嬉 しさの快感情や友達に 自分 の言動を非難 された り自分 の気

持 ちがわか って もらえ ない悔 しさな どの感情を体験な どを しなが ら達成 してい くものである

と思われ る。

この ような経験を積み重ね ることによ り,幼 児 は困難 な ことに出会 って も乗 り越 えよ うと

す るようにな る。その ため には,5歳 児において は,ま ず 自分 の思 ったことや考えた ことを

表現 し相手の言動を受 け止めなが ら遊 びを楽 しむ幼児の育成を図 ることが大切であ ると考 え

る。

そ こで,幼 児が友達 とのかかわ りの中で,充 実 した幼稚園生活 を送 るには,教 師の援助は

ど うあ った らよいかを探 るたあ に本主題 を設定 した。

ll研 究方法

1充 実 した生活を送 る幼児像,相 互交渉 の姿 などにっ いて研究文献,研 究資料を参考 に,

共通理解を深 ある。

25歳 児が友達 と相互交渉を しなが ら遊 びを楽 しむための教 師の受 け止 めや援助の在 り方

を探 る。

35歳 児が遊びの 中で友達 とどのよ うな相互交渉を し,そ こで どのよ うな感情体験を して

いるのか研究保育,持 ち寄 った実践事例 を通 して明 らかにす る。
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【研究の構造図】

研究主題 幼児が充実 した生活 を して い くための指導の在 り方

呂

副 主 題
5歳 児が 友達 とのかかわ りの中で 自分 を表現 し,

なが ら遊 びを楽 しむ ための援助 の在 り方

↓

研究内容

5歳 児が友達 とのかかわ りの中で,ど の ような感情体験 を し,ど の よ う

に自分の気持 ちを伝え,相 手 の言動を受 け止めてい るかを探 り,遊 びを

楽 しむ ための援助の手がか りを得 る。

研究方法
1

↓

1 i
〈観察の観点 〉

・遊 びの きっかけ

・遊 びの構成入数,環 境

・友達 とのかかわ り
,

・教 師 との か か わ り

〈観察の場面 〉

好 き な 遊 び の

中 で 友 達 とか

か わ っ て い る

場面

〈分析 ・考 察の観点 〉

・友達 との感情体験

・自分の気持 ちや考えの伝え方

・友達の言動 の受 け止め方

・教師 とのかかわ り方

1 1 1
↓

ま と め
・5歳 児の遊びの中で の相互交渉の姿

・5歳 児が遊 びを楽 しむための教師の援助 の在 り方

皿 研究 内容

1主 題 の とらえ方

(1)充 実 した生活 とは

《充実 した生活 を して いる幼児の姿》

○ 自分の思 った ことを表現す る(a)

○ 友達 と共感 した り,認 め合 った りす る㈲

○ 目的 や課題 を もって取 り組み,や りとげた

満足感 を味わ う(c)

○ 生活や遊 びに見通 しが もて る(d> 楽 しい幼稚園=充 実 した生活

倉
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《充実 した生活 を支えて いる要因》

《基礎 とな る要素》

・自己 を発 揮 す る。

・生 活 習慣 を 身 に付 け る

・人 とか か わ る力 を 身 に付 け る

・
.生活 に必 要 な技 能 を 身 に付 け る。

・豊 か な 生 活経 験 が あ る。

倉

・存在感 のある学級

(2)友 達 との遊びを楽 しむ幼児 とは

5歳 児 にな ると,友 達 とのつなが りが深 まり友達 の存在が遊び に影響を及 ぼす。 そ して

遊 びの 中にお いて様 々な感情体験 をす る。 したが って,5歳 児が友達 との遊 びを楽 しむに

は,自 分の考え たこと,や りたい ことを主張す るとともに,相 手の考えた こと,や りたい

こと も受 け入れて,遊 びに取 り組 あるよ うになることが重 要で ある。 そのため に,次 のよ

うな姿が見 られ るよ うにな ることが必要 である。

友達 との遊 びを楽 しむ幼児の姿

↓

〈自分を表現す る〉

・自分の気持 ちや考えを言葉

や動 きな どで表す。

・自分の気持 ちや考えを相手

に伝わ るよ うに表現す る。

友達 とのかかわ り

の中で一

〈相手の言動を受 け止 める〉

・相手の気持 ちや表情 に気付 く。

・相手の気持 ちや考えを感 じ取 る。

・相手 の話 を聞 き,理 解 した り,

判断 した りす る。

2実 践事 例

事例 を通 して援助 の在 り方 を考 えてい く上で,幼 児が友達 とのかかわ りの中でどのよ うな

感情体験を してい るか,ど のよ うな相互交渉を してい るかを具体的 に読み取 るために次のよ

うに表記の工夫を した。

○ 印=喜 び ・快 感 情,× 印=不 快 感 情,△ 印=と ま ど い

一一 一→=直 接 的 行 為 ,… … …→=間 接 的 行 為

・○ ×△ の 表 記 は それ ぞ れ の 感情 が 顕 著 に表 れ た 時 にっ け る
。

・上 記 の 記 号 で 表 せ な い もの に っ いて は
,文 章 で 表記 す る。

幼 児 と 教 師 の 言 動

①Y児 は担任の姿を見 ると足早に歩 いて ①担任 に助けて欲 しい

きてrMち ゃんが(後 略)」Y児 △ 一一一→ 教師

5
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(1)気 持 ち の行 き違 いが あ り,喧 嘩 に な った事 例3年 保 育5歳 児6月 上 旬

5歳 児9名 と3歳 児1名(5歳 児B児 の 妹C児)が2チ ー ム に分 か れ て リ レー をす る。C

児 は トラ ッ クの コー ス を はず れ 内側 を走 って きた 。 次 の走 者 のA児 がC児 に何 も言 わず にバ

トンを受 け取 った こ とか ら相 手 チ ー ムのB児 が 怒 りA児 に 「出て 行 け 。 」 と言 う。

幼 児 お よ び 教 師 の 言 動

①A児 が 「出て 行 くの は いや だ 。 」 と言 う と,B児 は怒 って

い る表 情 を さ らに歪 めて 「それ な ら,ぼ くが 出 て行 けば い

いん だ ろ う。 」 と怒 鳴 り,そ の 場 か ら去 ろ う とす る。

② 教 師 がrBち ゃん,ち ょっ と待 って よ。 ど う してBち ゃん

が 出 て いか な くち ゃ い けな いの?」 と尋 ね る と 「そ っ ちが

"ず る"し て い るの にや め な い か らだ よ
。 」 と答 え る。

③A児 が 「わ た しは"ず る"し て な い。 」 と言 う と,B児 が

rCち ゃん が緑(フ ィ ール ド部 分)に 入 って 走 って きた の

に注 意 しな いで,そ の まん まバ ン ドも ら った だ ろ う。 」 と

言 う。

④D児 「し ょうが な い だ ろ。 まだ,3歳 だか らわか ん な い ん

だ よ 。 」 と言 う と,E児 「そ うだ よ。 は な組 なん だ か ら。」

と言 う。B児 「は な 組 だ って注 意 す れ ば い いだ ろ う。 」 と

言 う。

⑤ 教 師 がrAち ゃん はCち ゃんが 緑 の 中 に入 って 走 って来 た

の を 見 て ど う思 った?」 と尋 ね る と,B児 が 「早 くバ トン

も ら って勝 て る って 思 ったん だ ろ。 」 と言 う。A児 「違 う

よ。 」 と言 う と,B児 「じゃあ,何 だ よ。 」 と聞 く。A児

は 「言 え な か った の。 」 と答 え る。B児 が 「何 で 言 え な い

ん だ よ,お っ きい声 出 る くせ に。 」 と言 うと,A児 は両 手

を握 り こぶ しに し,怒 って 泣 きそ うな顔 で しば ら くB児 を

に らむ。B児 が 「は や く言 って よ。 」 と催 促 す る と,A児

は 「か わ い そ うだ った の。 」 と叫ぶ 。

⑥ 教 師 は 保育 室 の方 へ歩 き出 したB児 の 肩 を 抱 いて 幼 児 た ち

にrAち ゃん がCち ゃん に言 わ なか ったの 悪 か った か な?」

と尋 ね る と 「悪 くな い。Cち ゃん,ち っち ゃ い もん。」と口

々に 言 う。B児 は教 師 の手 をふ りほ ど いて 歩 こ う とす る。

⑦ 教 師 がB児 の肩 を離 さず 「それ じ ゃ,Bち ゃん がAち ゃん

に 『出て い け』 って言 ったの 悪 か ったか な?」 と尋 ね る と

幼 児 た ち は 「悪 くな い。 だ って さ,本 当 は リ レー の 時 は緑

の 中 に入 っち ゃ い け な いん だ か らさ。 」 「悪 くな い。 」 と
答 え る。

分 析

①気持 ちを受 け入れて もら

えない。

A美 一 『一→ 美B

②相手の非を責める。

教師△こ===1×B

③不満をぶつけ合う。

A五=美B

④A児 の 動 き を か ば う 。

D-一 一一 一一 一→ ×B

E, 美B

⑤怒 りをぶっけ合 う。

B美一 一→ 美A

A児 の 思 い を 感 じ取 る。

A → ×B

⑥A児 の思い もわか るが 自

分の言 い分を誰 も認あて

くれず どうにもな らない。

教師=====二 幼児たち
;i　

　・一→ ×B× ← 一]

教師;幼 児たち

○/B児 は友達 が 自分
レB
の思いを受 け止 め

て くれて嬉 しい。
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《考 察》

① 遊びの 中での相互交渉の姿

OB児 は自分の言い分を聞 き入れ て もらえ ない とい う不快感情を味わ って いたが,A児 や友

達が妹をかば う気持 ちを感 じ取 り,不 快感情を和 らげて い く。

OB児 は友達が 自分の気持 ちをわ か って くれた ことを感 じと り快 感情 になる。

OB児 は 自分の言動を非難 され た時やわか って もらえない悔 しさを感 じた ときには,怒 鳴 っ

た り,こ ぶ しを振 り上げた りす る動 きが見 られ るなど,怒 りが強い ときには体で表現す る

ことが多 い。

○少 しで も自分が理 解 された と感 じた ときには,自 分 をわか って ほ しい一心で気持 ちや考え

を言葉で表現す る。 したが って,互 いの理解 につなが る相互交渉であ るかど うかが,遊 び

を楽 しめ るか どうかに大 きく作用す る。

②遊 びを楽 しむための教 師の援助の在 り方

OB児 が反抗 的な態 度を とるの は,他 の幼児たちや教師がA児 の味方 を し,自 分の気持ちを

理解 していない と感 じたか らだ と思われ る。その後,教 師が調整役 に入 ったことで,友 達

にわか って もらえ るよ うに話 し合 いが展開 してい ったことに,B児 は納得 したので はない

か と思われ る。

○教師は一人一人の気持ちや考え を聞 き,「 いい」 「悪 い」で はな く,そ の子 な りの納得が

得 られ るように,互 いの気持 ちや考え をっなげてい くことが大切 であ る。

○友達 とのかかわ りの中で不快感情 を もって も,友 達 の支 えや教師の援助 によ って立 ち直 る

きっか けをっかみ,快 感情 に変 わ って い く。 したが って,不 快感情の体 験はマイナス体験

で はな く,よ り遊びを楽 しむために大切 な感情体験 とな りうる。

(2}互 いの思い に気付 きなが ら遊 びを進 めて いった事例2年 保育5歳 児6月 下旬

好 きな遊びの中で,友 達 と探検 ごっこをす るたあに巧技台や ゲームボ ックスを組 み合わせ

て探検の場 を作 ってい る。

幼 児 お よ び 教 師 の 言 動

①G児 は,教 師 に 「これ く らい で い い ん じ ゃな いの?」 と言 い に くる。

教 師 は,G児 に 「友 達 に聞 い て み れ ば。 」 と言 うと,G児 はrFち ゃ

ん,こ の く らい?も う少 し?」 とF児 に 聞 く。F児 は 「ま だ も う少 し

作 る。 」 と返 事 をす る。

② しか し,G児 は 「私,裸 足 にな る。 」 と言 い なが ら,靴 と靴 下 を脱 ぐ

と,そ れ を見 てH児,1児 も一 緒 に裸 足 に な り,三 人 は滑 り台 を 山 に

見 立 て て 下 か ら登 り始 あ る。

③F児 は ビー ムの 片 方 の 端 を 持 ちな が らrJち ゃん,こ れ 持 って。 ね っ

持 って よ 。 」 と言 う と,J児 が 走 って きて ビー ム の も う片 方 の 端 を

持 つ 。

分 析

G==二 教師

G==≧F

GQ ..…>H

、>1

F--m→J一
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④F児 は遊 ん で い るG児,H児,1児 に 「ね っ作 って よ 。 」 と言 うと,

G児,1児 は 「は 一い 。 」 と返 事 をす るが,ど う して よ い かわ か らず

に い る。

⑤ 教 師 はrFち ゃん,何 を 作 って ほ しい の か友 達 に言 わ な い とわか ん な

い よ。 」 と言 う。

⑥F児 とJ児 の 二 人 は,ビ ー ムを 巧技 台 の 蓋 に は め込 も う とす るが うま

くいか な い。F児 はJ児 に 「も っ と遠 くに して 。 」 と言 うが,J児 は

「違 う よ。 そ の 積 み 木 を どか せ ば い い ん だ よ。 」 と言 い返 す。F児 は

言 わ れ た よ う に しよ うとす るが,手 に ビー ム を持 って いて で きな い。

⑦ そ こへG児 が 「何 作 って い るの?」 と来 る。F児 に 「それ どか して。 」

と言 わ れ,G児 は積 み 木 を どか して ビー ム が巧 技 台 の 蓋 に うま くは ま

る よ うにす る。

⑧G児 が 「も うこ れ く らいで い い よ。 」 と言 う と,F児 は 「もうち ょ っ

と作 っ た 方 が い い よ 。 前 は こ こに 岩 が あ った よ。 」 と言 う。G児 は

「違 うの作 って い るの。 」 と言 う と,F児 「あ っそ うか。 」 と納 得 す

る。

⑨F児 は積 み木 で 作 った ワニ岩 を指 差 しなが ら 「これ持 って 。」と言 う。

1児,J児,K児 の三 人 が一 緒 に持 ち,ワ ニ 岩 の場 所 を変 え る。

⑩H児 は教 師 に 「ど っ ち に行 くか わ かん な い。 」 と聞 く。教 師 は 「友 達

に相 談 して ご らん 。 」 と言 う。H児 は周 りの友 達 に 「ね え,ど っちか

ら行 くか 決 あ よ う。 」 と言 う と,K児 に 「だ か ら今 そ れ を 決 め るの。」

と言 われ る。

⑪ 一 方,J児 は 「じ ゃ,こ っか ら行 く,Fち ゃん。 」 と言 いな が ら,ラ

イ オ ン岩 を指 差 す 。 そ して,J児 は 「こ う行 って,こ う行 って 。 」 と

自分 で 歩 くコー ス を決 め なが ら歩 いて 行 く。

⑫F児 は 「ね え,ゲ ー ムボ ックスで 道 作 ろ。 」 と言 うが,J児 は歩 くコ

ー ス を決 め て歩 い て い る
。

⑬F児 はrGち ゃん,Jち ゃん,ね え,道 作 ろ 。 」 と再 び言 う と,G児,

J児,1児 はF児 と一緒 に ゲ ー ム ボ ッ クスで 道 を 作 り始 め る。

⑭J児 は 「ふ た つ の 道 作 る。 」 と言 う と,F児 に 「な ん で?そ した ら足

りな くな っ ち ゃ う。 」 と言 わ れ,J児 は ひ とっ にす る。

轟
73」 庵

(rP△ 齢 ■虞 ㎡肱 ニー響 碇

皇`・τ 竃り

嶺
ラltン 溝

`ラーx・・tif-eSに 喧.rSう ノ

　
FOGI

＼H

教師 F

F==二 ×J

G-『 一→F← 一

GO-一 →F-　
一 刃

F-一 →IJ

＼K
G==二 教 師

G-一 →友達

＼K

J-一 →F

F-一 一>J

F

J

==二GJ
《'一 ・

.一
一.1

　
←___×F
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⑮G児 はJ児 に 「こ っち に まが って 。 」 と言 う と,J児 「え っ ど っち。」

と聞 くとG児 「ζ っち。 」 と指 示 をす る。

⑯G児 は ゲ ー ムボ ックス の上 を歩 き始 め る。 そ れ を見 てF児 はrGち ゃ

ん も作 って よ。 」 と言 う。

⑰G児 は作 ろ う と して 「あ っ,ゲ ー ム ボ ック ス足 りな い。 」 と言 う と,

J児 は 「積 み 木 に しよ うよ。 」 と言 い なが ら,足 りな い分 を積 み 木 で

作 る。

⑱ 道 もで き あが る とG児 は 「ね え,1ち ゃん,Jち ゃん皆 きて 。 」 と言

って,全 員 を 自分 の 所 に呼 び 集 め 「も う これ く らいで い い よ ね。 」 と

言 い遊 び始 め る。

　

　

　
三

G8=8全 員

《考 察》

① 遊 びの中での相互交渉の姿

○一緒 に遊 んでい る友達 関係 は 探検 ごっこ とい う大 きな部分では分 か り合 ってい る関係

であ るが,G児,H児,1児 の よ うにす ぐ遊 びだ したい幼児,F児 のよ うに作 ってか ら遊

びたい幼児な ど個 々の欲求 に違 いがみ られ るが,相 手の気持 ちを部分 的に感 じなが ら,自

分の気持 ちや考えを出 し遊 びを進 めて いる。

OF児 とJ児 の関係 はいつ も遊 んで いる仲間なので,相 互交渉が多 く,自 分 の思 いを出 した

り,相 手の思 いに気付 いた り して互いの思 いに応答 し合 って遊 びが進め られてい る。

○一緒 にいる ことでっなが りを楽 しんだ り,互 いに受け入れて もらえてい るとい う安心感 か

ら,遊 びが進 あ られて いる。

② 遊 びを楽 しむための教師の援助の在 り方

○教師は一入の幼児だけに答え るので はな く,周 りの幼児 に返 してい ることは,友 達同士の

相互交渉を多 くしてい るもの と思われ る。

○ 自分 たちで遊 びが進あ られている ときは,幼 児一人一人が どの ような相 互交渉 を して いる

のか関心を もって見守 り,そ の意味 を読み取 りなが らそれに添 った援助を してい く。

○大 きなイメー ジは共通 にな ってい るが,個 々の イメージをっなげるために,一 人一人の動

きや イメー ジを伝 え る働 きか けをす る必要がある。

(3)夏 休み明けに,や り慣 れた遊 びをす るこ とで友達 とのっなが りを取 り戻 してい る事例

2年 保育5歳 児9月 中旬

・登 園 す る とL児 ,M児 が 「お 家 ご っ こ しよ う。」と

誘 い合 い家 を作 り始 め る。L児 が お 母 さん,M児

が 大学 の お 姉 さん 役 に な り,自 分 た ち で な りた い

役 に な って い る。

・M児 が 「バ ー ベ キ ューを 始 め る。 」 と言 い 出 し,

0児,P児,Q児 等 が 一 緒 に積 み 木 を 並 べ た り,

ご ちそ うを 作 った り して バ ーベ キ ュ ー ご っ こを始

あ る。R児,S児 等 も加 わ り一 緒 に遊 び 出す 。

ままごとセフト

②

魯

L鰯 國
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幼 児 お よ び 教 師 の 言 動

①M児 は 椅 子 に座 り,フ ラ イ返 しで 肉 を ひ っ く りか え して い る。L児

「何 作 れ ば い いの?」 とM児 に聞 く。M児 「Pち ゃん が 材 料 も って い

て 作 って い るか ら何 で もいい よ 。 」 と言 う。L児 「Pち ゃん,中 に何

いれ るの?」 と聞 く。P児 「テ ィ ッシ ュ入 れ るの。 」 と言 い な が ら緑

の 紙 を丸 め ピー マ ンを 作 る。L児 もそ ば に座 って 作 りだ す 。教 師 「な

ん だ か い い匂 いが して き たね 。 」 と言 う。

②S児 が1,2と 数 え 「7人 だ ね,全 部 で7人 い るん だ か ら。 」 と言 っ

て,台 所 に大 き な皿 を 取 りにい き持 って くる。M児 に 「はい,お 皿,

7人 分 ね 。 」 と言 って 渡 す 。M児 「あ りが と う。 」 と言 って受 け取 る。

③M児,肉 を フ ラ イ返 しで 取 り皿 に盛 り,隣 に い るO児 に 「はい,ど う

ぞ 焼 け ま した 。 」 と言 って 渡 す 。O児 「あ りが と う。 」 と言 って受 け

取 りテ ー ブ ルの 上 に置 く。

④M児 「は じめて の バ ーベ キ ュ ーだ か ら楽 しい ね。 」 とO児 に向 か って

言 う。0児 「わ た し,夏 休 み バ ーベ キ ュー した ん だ よ。 」 と言 う。M

児 「外 で食 べ る と気 持 ち い い よね 。 」 と言 い な が ら,皿 に肉 を 盛 り付

け る。

⑤M児 「あ っ,そ うだ。 キ ャベ ツが な くっ ち ゃね 。 」 と言 って 立 ち上 が

り,「 あ と ミー トソー ス作 って お いて ね,お ば あ さん 。 」 と言 って,

台所 に緑 の紙 を取 りに行 く。0児 「は い はい 。 」 と言 って,鍋 の 中 を

か きま ぜ る。

⑥M児 は緑 の紙 を持 って きて ち ぎ り,皿 に盛 った 肉 の 隣 に添 え る。 「お

ば あ さ ん,お 盟 を皆 に分 けて ち ょ うだ い。 」 と言 う。 テ ー ブル の 上 が

一 杯 で 置 く所 が な い。0児 「ど こに置 こ うか し らね,こ れ じ ゃ置 くと

こな い じ ゃな い。 」 と言 う。

そ ば に い たL児 「こ こに置 い た ら。」とテ ー ブル の上 を少 し整 理 す る。

0児 「そ うだ ね 。 」 と言 って 置 き,「 ミー トソー ス も こ こで 煮 て ん だ

よ。 」 と言 う。

⑦M児 「ねえ,手 で や る と火 傷 す るか らね,気 を 付 け るの よ。 」 と言 い

なが ら,肉 を皿 に盛 り付 け る。 廊 下 で ダ ンスを して い る子 ど も役 のQ

児 に 向 か って 「Qち ゃん,Qち ゃん,遊 ん で ない で手 伝 って ち ょ うだ

い。 」 と言 う。Q児 「な 一 に。 」 と言 い なが らM児 の所 に来 る。

分 析

L==二

L==二

教師○一→

M

M

皆

s=M

M==二 〇

MO==二 〇〇

M-→ 皆

M-一 一→O

M一 ㎜ →O-

LO ←一

M-一 → 皆

M==二Q

《考 察》

① 遊 びの中での相互交渉 の姿

○や り慣れ た遊 びをす ることで,思 ったことや考えた ことを言 いなが ら,友 達の気持 ちを探

った り,つ なが りを感 じとった り して,夏 休み前の友達 関係 を取 り戻 してい こうとす る様

子が見 られ る。
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○ 自由 に言い合 え る雰囲気 や友達 とのっなが りが築かれてい るので,他 愛のない会話 を しな

が ら,素 直に互いの言動 を受 け止 めてい る。

② 遊 びを楽 しむための教 師の援助の在 り方

○幼児が互 いの気持 ちを探 り合 った り,つ なが りを取 り戻 していけるよ う,教 師 は幼児がや

り慣れた遊 びがで きるよ う環境を整え,時 間を十分 にとり自分 たちで遊 びを進めていかれ

るよ うに場の調 整を した りして い く。

○互いに 自分を出 し合 った り,受 け入れた り して遊ぶ楽 しさが味わえるよ うな雰囲気を作 っ

た り,そ れぞれのよ さを周 りの幼児 に伝わ るよ うな援助を してい くことが大切で ある。

(4}く い 違 っ た イ メー ジを共 通 に して 遊 ん で い った事 例 2年 保育5歳 児10月 上旬

V児,丁 児,U児,W児,X児 は,遊 戯 室 で 海賊 船 ご っ この イ メー ジ

で 遊 び 出す が,海 賊 船 を 作 るよ り,そ れ ぞ れ に剣 を作 った り,地 図 を 描

いた り,戦 い ごっ こを した り して い る。 教 師 が 「海賊 船 に乗 りたい な 。 」

と言 っ た こ とが き っか けで,X児,U児 が 中心 とな って 海 賊 船 を 作 る。

V児,T児,W児 た ち は戦 い ご っ こを続 けて い る。

海 賊 船 が で き あが る とU児 が 教 師 を呼 び に行 く。教 師 と人 魚 姫 ご っ こ

を して い た女 児3～4名 が 来 て,海 賊船 に乗 る。V児,K児 は船 に客 が

乗 った と思 い,「 お みや げ あ るの 。 」 と言 って,客 に宝 石 を配 る。X児

は 「宝 石 を あ げ る ば かが い るか 。 」 と言 って取 り上 げ る。V児 は 「剣 を

持 って くるの 忘 れ た 。 」 と言 って,W児 と一 緒 に保 育 室 に取 りに行 く。

V児 は 剣 を持 って戻 って 来 る と 「は い,休 憩 時 間で 一す 。 降 りて下 さ

い。 」 と大 きな 声 で 言 う。 教 師 と人 魚 は海 賊 船 か ら降 りる。 人 魚 た ち は

「ホテ ル は ど こか しら?」 と聞 くが,X児 に 「海 賊船 なの に ホテ ル な ん

か ない 。 」 と言 わ れ る。

教 師 は この 遊 び の 様 子 か ら"海 賊 船 ご っ こ"と い う大 きな イ メ ー ジは

分 か り合 って い るが,船 に対 す る思 い や イ メ ー ジが 一 人一 人 異 な り,同

じ方 向で 遊 びが 進 ん で い ない と思 った。 そ こで,降 園 前 に教 師 は遊 びの

中で 幼 児 が どの よ うに遊 びた い の か,や りた い こ と は何 か を 明確 に し,

くい違 った イ メ ー ジを共 通 に して い き,友 達 同士 が っ なが って遊 びが 進

め られ るよ うに した。

鷲

人魚9二i。x

呂

〈翌 日 〉

教 師 はT児 ら と 「どん な船 をっ く りたい か 」 話 し合 い"海 賊 船"を 作 る こ とに な る。 遊 戯 室

で 海 賊船 作 りが 始 ま り2艘 作 る こ と に な る。2チ ー ム に分 か れ て 戦 い が始 ま る。

幼 児 お よ び 教 師 の 言 動 分 析

①T児 はW児 た ち の船 に行 きrVち ゃん,こ っち の船 こわ い よ。 水,満 T-一 →V← 一
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腹 。 」 と言 う と,V児 「何 で?」 と聞 く。T児 「だ って ほ ら空 いて い

るん だ もん 。 」 と船 を 形 ど った 積 み木 のす き 間 を指 差 す とV児 は 「ほ

ん とだ 。 」 と言 う。

②A児 「宝 を さが さな くち ゃ。 」 と言 い なが ら,宝 箱 を 自分 の船 に持 っ

て い くと,相 手 のW児 は 「あ っ,ず るいそ,そ っち宝。 」 と言 う。

③T児 が 「と らな か っ たん じゃな い か。 」 と言 う と,W児 と同 じチ ー ム

のZ児 は 「宝 な くて も いい よ 。 」 と言 う。

V児 が 戦 いの 曲 を 流 す と,戦 い ご っ こが 始 ま り,皆 動 き回 る。

④ 今 度 は,T児 た ちの 船 を 形 ど った 積 み木 にす き 間が で き る。T児 とW

児 は味 方 のV児 に 「はや く直 して 。 」 と言 う。V児 は 「ど こ ど こ。 」

と見 付 け よ う とす るが なか な か 見 付 か らな い。

⑤T児 「直 さ な い と。 」 とす き間 を 指 差 す と,V児 が 直 す 。

⑥W児 「の どが か わ い た。 水 飲 み に行 く。 」 と言 い なが ら保 育 室 へ行 く

と,Z児 以 外 も一 緒 に行 く。(Z児 は剣 を持 って い なか っ たの で,戦

い の途 中 で 剣 を作 って い る。)

⑦ 水 を飲 ん で 戻 って くる とV児 は 「あ っ,曲 が 止 ま って い る。 ま た,初

め か ら戦 お う。 」 と言 って,曲 を流 す。Z児 以 外 戦 い始 め る。

⑧ 戦 って い る う ち に剣 の 先 が壊 れ て きたT児 は 「剣,直 そ う。 」 と言 い

な が らZ児 が 作 って い る所 へ 行 く。V児,W児,A児 も 「直 そ う。 」

と言 いな が ら行 く。U児 も 「作 りた い。 」 と言 って 行 く。

ロ　 　 　　

AW 一
4!

T← … ・-Z

vO=S皆

TW=二V

TO==二 〇v

wζ 朕

V-→AVY

T
・:lli::二㍊

『
iAUA

《考 察》

① 遊 びの中での相互交渉 の姿

○イ メー ジが くい違 っていて も,あ る程度受 け入れなが ら相互交渉を し遊びを進めている。

○遊びの 目的が友達 の中では っきりす る と,友 達 とつなが りを もち,自 分の イメー ジを互い

に出 し合いなが ら,遊 びが進 め られ るよ うにな る。

○一人の発言が遊 んでい る仲間に受 け入れ られて,活 発に遊 びが進 め られて いる。

② 遊びを楽 しむための教 師の援助 の在 り方

○教師 は幼児が作 りたい物がは っきり しなか った り,イ メー ジに くい違 いが あるときは,何

が したいのか幼児のや りたい ことを明確 に し,幼 児同士のイメー ジをっ なげる必要があ る。
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IVま とめ と今後の課題

友達 とのっなが りをっけてい く時期 ●

○ 相互交渉の姿

・5歳 児 は友達 とのつなが りが深 まって くる時期なので,そ の中で一人一人が 自分の思い

や考えを主張 してい くよ うになる。 その中で,相 手の 出方 によ り,と まどいを感 じた り

受け入れて くれた嬉 しさを感 じた りす るな ど多様 な感情体験を しなが ら,自 分の気持ち

を調整 した り,友 達の思いや考え を受 け入れよ うとした りす る。

・いっ も遊んで いる友達同士は,相 互 に応答を楽 しみ,互 いに快感情 を多 く味わ うように

なる。 この よ うな友達関係は,相 手 の自分への受け止 め方 や,相 手 の感情 などに気付 く

よ うにな って きて いるか らと思われ る。

○ 遊 びを楽 しむ ための教師の援助 の在 り方

・この時期 は,自 分の思 いや考えを出せ るよ うにな るが,一 緒 に遊んでい る友達 の言動 に

対 して は関心が薄 いので,教 師は一緒 に遊んで いる友達 に聞 こえ るように,一 人一人の

して いる ことを言葉 に出 して認めてい き,相 手の言動に気付 かせ友達 とのっなが りをつ

けて い くよ うにす る。 この ことか ら,幼 児 は自分の してい ることが友達 に受け入 れ られ

た喜 びを感 じ遊 びを楽 しむ よ うにな る。

友達 とのっなが りを深 めて い く時期

○ 相互交渉 の姿

・長期の休 み明けにおける遊 びの 中で は,自 由に言 い合え る雰囲気や,友 達 とのっ なが り

が築かれて いるので,他 合 のない会話を しなが ら,互 いの言動を素直に受 け入れ,友 達

とのっなが りを取 り戻 す姿 がみ られ る。

・友達 とのっ なが りが付いて くると,一 人の幼児の言動が,一 緒 に遊んでい る友達 に伝わ

り,受 げ入れ られ,遊 びが進め られて いる。

○ 遊 びを楽 しむための教師の援助の在 り方

・教師 は遊 びの中で一人一人の幼児が どのよ うな相互交渉があ ったか,ど の ような感情体

験を して いるか,そ こで どの ような関係が成立 して いるかを読 み取 って,幼 児同士の人

間関係 を豊 かに してい く。 この ことか ら,幼 児 は様 々な友達 とのかかわ りの中で,多 様

な感情体験 をす ることによ って,自 他が明確になる とともに,一 人一人 の友達 の思 いや

考えを受 け止 めなが ら,自 分 を出 して い くようにな ると思われ る。遊びの楽 しさは,そ

の よ うな友達 との共感性 の中で得 られ る もの と思われ る。

以上 のよ うに,幼 児が友達 とのかかわ りの中で,自 分を表現 し,相 手の言動を受け止めなが

ら,遊 びを楽 しむ ためには,学 級が幼児に とって 開かれた環境 にな っている こと,心 の居場所

で ある ことが基盤で あ り,幼 児が 自分の気持 ちを表す ことがで きるよ うにす る ことが大切であ

る。 また,遊 びを楽 しむためには,友 達関係を育てる ことが大切であ る。友達 と遊ぶ楽 しさ,

その中で多様 な感情体 験が もた らされてい ることによ って,さ らに,友 達 との関係が深 まり遊

びの充実にっなが ってい く。

今後は,一 人一人 の幼児が 「あ した も幼稚園 に行 きたいな。 」と思え るよ うな,充 実 した生

活を送 ることがで きるよ うに,さ らに教師の援助の在 り方 を探 って いきたい。
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幼児が充実 した生活を してい くための指導の在 り方

一たくましい幼児を育成するために幼児の思いをどのように受け止め援助 していけばよいか一

1主 題設 定の理 由

近年,生 涯教育 の重 要性 が問われてお り,幼 児期はその基礎 を培 う大切な時期で ある。生

涯学 び続 けて い くたあには,様 々な環境の変化に対応 し自分で判断 し決 定 してい くた くま し

さが必要で あ り,幼 児期 にはた くま しさの芽生えを育てて い くことが重要であ る。

幼児の生活 は遊 びが 中心で あ り,幼 児 は遊びの面白さや楽 しさを味わ うと,充 実感 ・満足

感 を得て さ らに意欲が高 ま り,次 の遊 びを展開 してい く。 しか し,日 頃の幼児の様子 を見て

み ると,自 分がや りたい とい う意欲を もちに くか った り,遊 びの楽 しさや 目的を もたないま

ま時間だ けを費や して いた り,面 白さを味わ う前に遊 びをや めて しま った りす る幼児 がふえ

て きたよ うに思われ る。一方教師 は,た くま しさを育て たいと思 うあま り,必 要以上 に高い

要求 を幼児 に して みた り,逆 に見守 りす ぎたり して,幼 児 に迷 いやあ きらめ,挫 折感 を味わ

わせて しま うことが あるので はないか と考え る。

こう した幼児の現状 と指導 の反省 か ら,幼 児一人一人が もって いる力を十分発揮 し,自 分

の 目的を実現 して 充実 した生活 をっ くりだ して い くた くま しさを育て る指導の在 り方 にっい

て,幼 児 の側 にた って考え直す必要性 を痛感 して いる。そ こで,教 師 は幼児の行動,表 情,

しぐさ,言 動な どを通 して,幼 児の思 いをどの ように多面 的に,よ り深 く,受 け止め援助 し

ていけばよいか視 点を明 らかに し援助 の在 り方を探 りたい と考え,標 記の主題を設定 した。

H研 究方 法

基礎研究

文献,エ ピソー ドか ら以下の こ

とを明 らか にす る

た くま しさ

た くま しい幼児像

た くま しさを と らえ る要素

○ た くま しいと思われ る幼

児 ともう少 した くま しく

な って ほ しいと思われ る

幼児が遊んで いる場面を

観察す る

○行動描写法で記録す る

事例研究

○分析の視点

・力強 さの要素

・しなやか さの要素

・た くま しさが育っ基

盤 となる要素

・た くま しさが育 っ背

景 とな る要 素

考察の視点

幼児の思 いと経 験 してい る内容

幼児のた くま しい と思 われ る姿

教師の援助の在 り方

」

ま と め

た くま しさを育て る援助の在 り方
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皿 研究 内容

1た くま しさとは

幼児 は夢 中にな って体を動か して遊 んだ り,遊 びのイメー ジを実現 した りして い く過程で

様 々な思 いを体験 して いる。た くま しさ とはこのよ うな体験の 中で,様 々な方法や表現を用

いて 自分の思 いを遂げ ようとす る 「力 強さ」や,と きには挫折感を味わいなが ら相手を受け

止 めた り目的 を変えた りす ることで,自 分 自身で立ち直ろ うとす る,「 しなやか さ」の両面

が あると考え た。

2た くま しい幼児像

一人一人の幼児を見てみ ると
,「 力強 さ」が前面 に出て いる幼児 も 「しなやかさ」が前面

に出て いる幼児 もい る。 この 「力強 さ」 と 「しなやか さ」は,必 ず しも均衡 が とれて いるこ

とが重要では ない。あ る時 は,「 力強 さ」に傾いてい るとき もあれば,「 しなやか さ」 に傾

いて いるときもあ る。また,こ う した傾 きを個性(よ さや持 ち味)と して とらえる ことがで

きる。

このよ うに,幼 児が環 境 とかかわ り多様な感動体験 の中で葛藤 しなが ら,た くま しさの両

側面であ る 「力強 さ」 と 「しなやか さ」を その幼児 らしく発揮す る姿 が,た くま しい幼児に

っなが ると考え る。

3た くま しさを とらえる要素

た くま しさには,「 力 強 さ」 と 「しなやか さ」の側面があ り,力 強さ とは,自 分を押 し出

す方向 に働 く力 と考えた。例 えば,幼 児 はや りたい と思 った遊び に目的を もち,イ メージを

実現 しよ うと して粘 り強 く遊 びを進 あて い く。また,困 難や障害 にあ って も目的 を達成す る

ため 自己主 張 しなが ら解 決 してい こうとす る。 このよ うな側面を 「力強さ」 として とらえた。

「しなやか さ」 とは,自 分を変 える方 向に働 く力 と考え た。友達 とのかかわ りの 中で,自

分のや りたい ことがで きなか った り,思 いが通 らなか った りした時 に相手 の考 えを受容 した

り柔軟 に対応 して 自分を変えてい く方 向で ある。

さ らに,幼 児の姿か らた くま しさを とらえ る要素について話 し合い,た くま しさが育つ基

盤 となる ものや,背 景 とな るものに も気付 き,次 のよ うに分類 した。

た くま しさをと らえ る要素轍藤 ∵ 　 τ1欝

○た くま しさが育っ基盤 となる もの ・基本的生活習慣

・興 味 ・関心 ・意欲 ・体 力 ・技能

○た くま しさが育 っ背景 となる もの ・友達や教師 とのかかわ り
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4実 践事 例

た くま しさを と らえ る要 素 を基 に,事 例 を 通 して分 析 ・考 察 し,援 助 の在 り方 につ いて 探

って きた。 こ こで は,た くま しさ の要 素 を と らえ る事 例 と教 師 の 見 方 を変 えて い く こと にっ

な が った事 例 に つ い て 示 す。

(1)た く ま しさの要 素 を と らえ る事 例

友 達 の 気持 ち を 受 け止 め なが ら 自分 を主 張 しよ う と して い るA児

2年 保 育5歳 児10月

① 砂 場 で遊 ぼ う と,男 児 数 名が 集 ま る。B児 「ね え,ね え,僕,隊 長 にな って い い?」 と

A児 に 聞 く。A児 は 穴 を掘 りなが ら,し ば ら く黙 って 聞 いて い る。

②A児 「他 に な る人 が い な けれ ば い い よ。 じゃあ 分 か った。Bち ゃん に して や るよ。 」

③A児 「隊 長 行 くそ 。 」 と声 を か け,シ ャベ ルで 穴 を掘 り始 め る。

④ ク リー ム工場 に しよ う と,A児 は水 を運 び,掘 った 穴 に入 れ 始 め,B児 は,自 分 で は行

か ず,他 児 に 「水 汲 ん で 来 い 。 」 と命 令 しなが ら遊 ん で い る。

呂

⑤30分 く らい た って,B児 が バ ケ ツで ク リー ム をす くって い る と ころ に近 付 き,A児 「ね

k,2人 隊 長 に な ろ うよ。」と言 う。

⑥B児 「い やだ!」 と強 く言 う。

⑦A児 「僕 だ って な りた い よ。 ず る い よ,Bち ゃん。 」B児 「い や だ!」

⑧A児 は しば ら く下 を 向 いて い るが,す ぐに 自分 の 作 った道 路 で 車 を 走 らせて 遊 ぶ 。

呂

⑨A児 は ク リー ム を す くって い るB児 にrBち ゃん,車 を水 の 中 に入 れ よ うよ。 そ の方 が

面 白い よ。 」 と言 うが,B児 は,ク リー ムを バ ケ ツです く うの を や め な い 。

⑩A児 「ね えBち ゃん,聞 い て よ 。 」B児 「で も,ク リー ム がで き な いか らい や だ よ 。 」

⑪A児 「半 分 に して,こ っ ちか ら ク リー ム工 場,こ っ ちか ら遊 び場 に しよ うよ。 」 とB児

に言 つ。

⑫B児 は,A児 の 側 に きて,A児 の 示 した辺 りに砂 を 盛 り上 げ,壁 を作 る。A児 も土 を か

けて 壁 を高 くす る。

⑬A児 「Bち ゃん の は,ク リー ム工 場 って やつ ね。 」B児 「うん。 」

⑭B児 は側 に あ った 車 を,ク リー ム工場 で,A児 は"遊 び 場"の 方 で車 を走 らせ 個 々 に遊

ぶ うち に場 の 取 り合 い に な る。

⑮B児 「だ あだ ぞ,お 前 は あ っち に い け。 」 「早 くい け。 」 と言 わ れ てA児 は"遊 び場"

に 戻 り,「 バ キ ュ ー ン バ キ ュ ー ン。」と言 い な が ら勢 い よ く車 を 走 らせ る 。 さ ら に

「バ キ ュー ンバ キ ュー ン。 」 と言 い なが ら砂 に 車 を4～5回 ぶ つ け る。

↓

⑯B児 がA児 の と ころ に 車 を 入 れ よ う とす る と,A児 は 「バ キ ュー ン。 」 と言 い な が ら,

正 面 衝 突 させ て触 れ 合 い を 楽 しむ。

⑰A児 小 声 でrBち ゃん 絶 対来 な い で。」B児 「来 た ら?」A児 「そ した ら2人 で 遊 ぼ う。」

⑱B児 は,一 度A児 の"遊 び場"で 車 を走 らせ た後,ク リー ム工 場 に戻 り,車 を 入 れ て 楽
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しん で い る。

↓

⑲15分 く らい して 教 師 が 来 る と,A児 「こっ ち に入 れ て くれ な い 。 」 と ク リー ム工 場 を指

しなが ら訴 え る。

⑳B児 「だ って ね,こ っ ちが ク リー ム工 場,こ っ ちが遊 ぶ 方 に しよ う ってAち ゃん が 言 っ

たん だ よ。 」 と言 い,A児 とB児 は つか み合 い にな る。

⑳ 教 師 は2人 を 引 き離 し,話 を 聞 く。

〈考 察 〉

OA児 の思 い と経 験 して い る内 容

・自分 な りに考 え た り工 夫 した り しな が ら場 を作 り,車 の 動 きを イ メ ー ジ しな が ら楽 しん で

い る。

・ク リー ム工 場 で 遊 び た い気 持 ちが ,か な え られ な い悔 しさを 感 じて い る。

OA児 の た くま しい姿 を,た くま しさを と らえ る要素 か ら次 の よ うに 分析 した。

〔力 強 さ〕

自己 自分 の や りた い 気持 ち や不 満 を,冷 静 に相 手 にわ か るよ うに伝 え る ことが で き,

主 張 性 時 問 はた って い るが,教 師 に も不 満 を 言 え る。(⑦ ・⑲)

自分 の 気 持 ちを 伝 え拒 否 され るが,再 び,気 持 ち を訴 え る。(⑦ ・⑩ ・⑪)

楽 しい遊 び 方 を 言 葉 で 表現 で きる。(⑨ ・⑪)

穴 を掘 って 長 い道 路 を 作 った り,山 を作 った りす る。(① ・⑧)

想 像 性 遊 び場 の所 を道 路 に見 立 て,車 の動 き を イ メー ジ して言 葉 や 動 き に出 して遊 ん で

創 造性 い る。(⑧ ・⑯)

〔しなやか さ〕

(② ・③)

思考の 自分 も楽 しみたい,自 分 の要求をかなえたいための方法を考え伝 えることがで き

柔軟性 る。(⑤ ・⑨ ・⑪ ・⑫ ・⑬ ・⑰)

自己 自分の提案をB児 に拒否 され るが,自 分で気持 ちを立て直 し,自 分の遊 びを見付

統 制力 けて い く。(⑧ ・⑮)

★教師の援 助の在 り方

・た くま しさを とらえ る要素 を視点 と してA児 の行動 を見てみ ると,自 分 の要求を実現 させ

るためにB児 の気持 ちを受 け止 めなが ら表現 しているが,次 第 に受け止 あ ることがで きな

くな ってい る。教 師は,A児 の 「ぼ くもク リーム工場でや りたいな。」とい う思 いを受 け止

め,A児 自身がB児 に伝え るよ うに援助 し,多 様な体験 を通 してB児 と受け止 め合 える関

係を築いてい くようにす ることが大切で ある。

・自分の思 いを伝え られ るよ うにな って いる幼児 にっいて は,自 分の力で解決 していけ るよ

う葛藤場面 も体験す る機会を大切 に扱 い,状 況 に応 じて援助 す ることが必要 とな る。
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(2)教 師の意識を変えて い くことにつなが った事例

① 教師が製作への不安感を受 け止めた ことで,た くま しさが発揮 で きたC児

〔教師が と らえて いたC児 の姿〕

友達や教師の してい ることへの関心 は強 く,進 んで仲間に入 るが,面 白さが感 じられな く

なる と,す ぐ別の遊び に面白 さを求 めて抜 けて い く。そのたあ,充 実感を味わ う経験が積 み

重ね られていかず,自 ら遊 びを作 り出 して い く創造 性が育 って いないと思われ る。

一 一一 〇HPで 遊ぶ2年 保育5歳 児5月

C児 と教師が,海 の中 とい う想定で,身 近 な物(ホ チキス ・洗濯ば さみな ど)の 影 を魚 に

見立てて遊ぶ 。そ こに年少 児が来て,ラ ップ芯を置 き,円 形を スク リー ンに映 し出 して いる。

幼 児 の 言動 と教 師 の 働 きか け

①C児 「お 日様 み た い。 そ うだ雲 作 ろ う。」

② 教 師 「今度 は空 み た い に す るの?」

③C児;う ん 。 雲 は,綿 で 作 るの か な。 」

④ 教 師 「う一 ん 。 この辺 の紙 で も,雲 み た

いな 形 に す れ ば い い と思 うな あ。 」 と傍

らにあ った 画 用紙 の切 れ 端 を 見せ る。

⑤C児 はそ の紙 を ち ょ っ と見 て,「 い い よ

先 生 が雲 の 形 に して。 」 と教 師 に頼 む 。

働 きか け

うだ雲 作 ろ う。」

す るの?」

②

教 師 や 幼 児 の 思 い

②C児 が膨 らませた イメー ジに関

心を示す ことで,遊 びが広が っ

てい くことを期待す る。

③以前 雲を綿で作 った,と い う先

行経 験を愚 い出す。

④⑥⑧既製 の物を見立て るだけで

な く,イ メージに沿 った物 を自

分で作 り出 して いって ほ しい。

⑥ 教 師 「雲 って い ろん な形 して るか ら,どt⑤ 雲 の 形 を切 るの は難 しそ うで,

ん な の で もい い ん じゃな い?」 失 敗 した くな いの で,先 生 に作

⑦C児 「や っぱ り,雲,な くて もい い。 」 って も らい た い と思 って い る。

⑧ 教 師 「せ っか くCち ゃん が 考 え たん だ かlC児 は,製 作 に 自信 が な い と思

ら作 ろ うよ。 丸 とか線 み た い なの とか 。 」 われ る。

⑨二嬰;鳴 き翻畿 ∵可も臨 雰濃 ご鰯 難 Σi

⑩ 教 師が 画 用 紙 の角 を 切 り落 と して,「 こ は,最 初 か ら しり込 み す る。

れで 雲 み た い に見 え る?]とC児 に 聞 く。 ⑩ ⑫ も っ と気 軽 に 製 作 に 取 り組 ん ・

1⑪C児 は急 に 明 る い声 で
,「 うん,ね え,で ほ しいの で,教 師 が無 造 作 に

ウサ ギの 形 に しよ うよ。 耳 が あ るよ う に 切 る と ころを 見 せ る。

して!」 と教 師 に言 う。 ⑪ 丸 い形 が ウサ ギ に 見 え,見 た も

⑫ 教 師 は,C児 に 「この 位?」 「こん な 形iの か らイ メ ー ジが 広 が って い く

?」 な ど と尋 ね なが ら,画 用 紙 を切 る。 こ とを楽 しん で い る。

⑬C児 「そ うだ,雲 の 上 に 人 間 が 乗 るの が1⑬ 前 に作 った こ とが あ るか ら,で

い い よ。 前 に モ ール で 作 った や つ。 」 きるか も しれ な い と,先 行 経 験

⑭ 教 師 「面 白 そ う!モ ー ル 持 って くれ ば?」 が 意 欲 にっ な が って い る。

⑮C児 「で も作 れ な い か も しれ な い。1⑮ うま くで きな か った ら困 る,と

⑯教師 一 緒 に作ろ うよ.、 と言 。て,ね い う失敗への恐怖心が ある。[

じる箇所を教えなが らC児 と人間を作 る。⑭⑯⑲C児 は相 当不安 な様子 なの

一18一

要 素など

興味 ・関

心

意欲

想像性

想像性

自己主張

性

想像性

創造性



⑰C児 は作 った人 間 をOHPに 映 して, で,思 いっ きを認 め た り,技 術

「映 った!映 った!」 と歓 声 を 上 げ る。 的な手助けをす ることで,何 と

⑱C児 「動 かす よ うに しよ う。 」 とモ ール か 自分で作 る満足感を もたせた

の人 間 に,竹 ひ ごを セ ロ テ ープ で 付 け る。 い 。

⑲教師 「いい考 え!私 もCち ゃんの真似 し ⑰⑱⑳ 自分で作 ることがで きて嬉 意欲

て 棒 を付 け よ う。 」 と,竹 ひ ごを 自分 の しい。 もっ とい ろ い ろや って み 創造性

作 った人 間 に付 け る。 た い と思 う。

⑳C児 は,人 間が 雲 に乗 る よ うに置 き,一

緒 に動かす。

⑳教師 「わ あ,空 を飛んで るみ たい!」 ⑳ ～⑳教師が 自分 と同 じよ うに見 想像性

⑳C児 「そ うで しょ。 そ こに悪 者 の 竜 が 追 て くれ た こ とが 嬉 し く,次 へ の 表現力

い か けて く るの ね。 」 と言 う と,洗 濯 ば 意 欲 とな って い る。 意欲

さみを数個 っなげて竜 を作 り,映 す。

⑳C児 は,人 の乗 った雲 を追 いか けるよう ⑳洗濯 ばさみをっなげた ときに竜 想像性

に竜 を動 か して,「 わ あ,食 べ られ る う に見 えた,と い う先行経験 を生

1」 と嬉 しそ うに 叫ぶ 。 か して い る。

〈考 察 〉

OC児 の 思 い と経 験 して い る内容

・雲 や モ ー ル の 人 間 を うま く作 れ な い とい う
,不 安 感 を感 じて い る。

・教 師 の 手 を 借 りな が ら,自 分 で モ ー ル の人 間 を 完 成 させ,満 足 感 を 味 わ って い る。

・自分 の 考 え が 受 け入 れ られ る喜 び や
,イ メ ー ジを 実現 して い く楽 しさを 感 じて い る。

OC児 の た くま しい と思 わ れ る姿

・雲 の 形 か ら
,ウ サ ギ,人 間,竜 な ど,ど ん どん イ メー ジを膨 らませ,そ れ を 言葉 な どで,

表 現 して い る。(想 像 性)(表 現力)

・昨年 の年 長 児 の活 動
,過 去 の 製 作活 動,テ レ ビで 見 た り聞 い た り した こ とな ど,今 ま で の

経 験 を生 か し創 造 的 に遊 び を進 め て い る。(創 造 性)

教 師 が 気 付 い た こ と

担 任 はC児 を,「 根 気 が な い 」 「遊 び を 考 え 出す こ とが で きな い 」 と考 え,「 力 強 さの

面 で た くま しさ が欠 けて い る 」 と と らえ て い た。 しか し,か か わ り方 に よ って は ,決 して

遊 び の 面 白 さを 味 わ え な い幼 児で は なか った 。 この事 例 か ら,C児 が遊 び を投 げ 出す と き

の 気 持 ち の 中 に は,製 作 に対 す る不 安 感 が 大 きい の で は な いか と気 が付 い た
。

★教師の援助 の在 り方

・C児 のよ うに製作活動 に不安 を感 じて いる幼児に対 して は
,幼 児の豊かな想像力 を遊 びへ

の意欲に結 びっけ るために,幼 児の思 いに添いなが ら時 には教師が教 えた り,手 を貸 した

りす ることも必要である。

・遊びに必要 な ものを作 った り
,そ れを使 って遊ん だ りす る楽 しさを十分味 わわせて,C児

の 自信 にっなが ってい くよ うにす ることが大切で ある。
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② 友達 とのかかわ りの中でた くま しさが 見 られ たD児

〔教師が と らえて いたD児 の姿〕

園での生活全般 に対 してあま り意欲が感 じられず,の びの びと自分を出 していないと感 じ

て いた。そ こで,も っとのびのび と自己を発揮 していやな ことはいや と自己主張 した り,意

欲的 に もの ごとにかかわ った り して ほ しいと願 っていた。

焼 そば屋 さん 一2年 保育5歳 児6月

D児 は登園時玄関で友達 や教師 としば らくお しゃべ りを楽 しんだ り,友 達 の世話 を したり

す る。その後,所 持 品の始 末を終え焼 そば屋 さん ごっこに加わ る。

幼児の言動 と教師 の働 きか けi教 師や幼 児の思 い1要 素

①D児 は醗 と醗 樋 んでいる机の所へξ訓
1

① £児F児 の遊 びに興味を も 興 味 ・関

E児 に 「な に遊 び して る の?」 と聞 く。 っ て い る 。 心

②E児 「焼 そ ば 屋 。jと 答 え る。

③D児 が 罫入 れ て 。 」 と言 う と,£ 児 は に こ ③ や りたい気持 ちを伝えてい 表現力

に座 って 。 」 と奮 い,皿 を指 して 「これ 使 う る 。

時 はFち ゃん に雷 うん だ よ 。 」 と言 う。

④D児 は椅子を持 って きて座 り,教 師の方 を向 ④遊 びに入 った嬉 しさを教師

いて 「僕,焼 そば 屋 さん に 入 った。 」 と言 う。 に伝 え て い る。

⑤D児 はハ サ ミを 持 って きて 毛 糸 を切 り,皿 に ⑤面 白い と思 った ことをE児 表現力

っ め る。 毛 糸 が はみ 出 した 羅 を 罫な ん じ ゃ こ に伝 え て い る。

り ゃ,見 て 。 」 とE児 に見 せ 「切 っち ゃお う 毛糸を皿に きれいにっめ る 意欲

か 。 」 と言 って,は み 出 した毛 糸 を ハ サ ミで ことを 楽 しん で い る。

切 る。

⑥G児 が綿 あめを持 って きて置 いて い く。

⑦D児 は に ら,む か っ く,Gち ゃん 。 」 と言 ・⑦D児 は綿 あ め を 置 いて ほ し 自己主張

い,G児 とふ ざ け半 分 で 引 っぱ った り押 した くない思いをG児 に言動で 性

り す る。 表 して い る。

⑧ そ の うちD児 は や め よ うとす るが,G発 は{副 ⑧ も うや め た い と思 うが,い
;

回 も続 けて押 した りす るので いやそ うな表情}や な気分を味わいなが ら我

自己統制

力

を しな が らG児 の動 きに応 じる。 しば ら く し 慢 して い る。

て 終 わ る。 創造性

⑨D児 は,厚 紙 で へ らの形 を 切 り取 る。 表現力

⑩ 教 師 が 来 て 「す ごい,こ れDち ゃん が 切 った ⑩教 師はD児 の姿を嬉 しい と

の 。 す ごい ね え。 なか なか 。 」 と言 い,毛 糸 感 じ言葉をかけてい る。

を 触 りな が ら 「火 傷 しな いで ね 。 」 と書 って

他 の 方 へ 出 て 行 く。

⑪E児 がD児 が残 した紙でへ らを切 ろうとす る。

⑫D児 「これ 見 ち ゃダ メ。 」 と言 って 自分 の 切 ⑫E児 に真 似 して ほ し くな い 。 自己主張

り取 った跡 を手 で覆 う。 性

2◎



⑬E児 「ち ょっ と一 。 」 と言 う。1

⑭D児 覆 って いた手を どかす。

⑮E児 は切 ろ うとす るがで きないので,D児 に

「ね え ど うや って 作 るの 。 」 と聞 く。

⑯D児 「見 れ ば分 か る だ ろ う。 」 と言 う。 ⑯D児 はE児 に対 し優位 な気 自己主張

⑰E児 は再 び 「ど うや って 作 るの 。 」 と聞 く。 分 を 味 わ い た い。 性

⑱D児 「じゃあ,形 を 作 って や ろ う。」と描 く。 ⑱D児 はE児 の要求 に答え る。受容性

〈考 察 〉

OD児 の思 いと経験 して いる内容

・焼 きそばを焼 くへ らを 自分で考 えて作 り,真 似 して作 ろ うとしてい る友達(E児)に 対 し

て優位 な気分 を味わ いなが ら教 えている。

・友達 と同 じ場で焼 きそばを作 った り,面 白い と感 じた ことを気の合 う友達 に伝え た りし,

友達 と一緒 にい ることを楽 しんで いる。

OD児 のた くま しい と思 われ る姿

・焼 きそば屋に興 味を もって 自分か ら参加 し,E児 には思いを言葉で伝えた り,感 じたまま

を素直 に表現 した り して 自分 を出 して いる。(表 現力)

・G児 に対 して気安 さが あり 「いやだ」 とい う気持ちを言動で表 している。 またG児 の行為

に対 しや めたい と思 いっっ相手に合わせて我慢 してい る。(自 己主張性)(自 己統制力)

・焼 きそばを焼 くへ らを自分で考えて作 り上 げて いる。(創 造性)(表 現力)

・相手の思いを受 け入れ自分が得意な技能を発揮 しよ うと してい る。(受 容性)(自 己主張

性)

教師が気付いた こと

E児 やF児 とのかかわ りの姿か ら,D児 は今,自 分を出せ る特定の相手 にのびのび と自

己表現 する ことが,将 来 より多 くの相 手に自分を出せ るよ うになるための基盤 とな って い

るのではないか と気 が付 いた。 またG児 の しっ こさに対 していやな気分を味わいなが らも

D児 なりに自分を コ ン トロール して相手の動 きに対 処 して いる。 このよ うな経験を積み重

ね なが ら,D児 は しだいにG児 に対す る自己主張の仕方 を学んで い く。 こうした ことが,

将 来 しなやか さにっなが ってい くのではないか と思 う。

このよ うに考 えて みる と,D児 にはD児 な りの た くま しさがある こと,ま た,た くま し

さとは強 く自分 を出す ことだ けで はな く,自 分のや りたいことを調整 しなが ら相手の考え

を受 け入れてい く姿に もあ ることが分か った。

★教師の援助の在 り方

・D児 が遊 びに必要な ものを作 り意欲的 に遊ぶ姿を認 め,教 師 に認あて もらいたい というD

児の思 いに応えてD児 の 自信 と意欲 につ なげてい く。

・D児 がG児 の動 きに合わせ 自分の気持 ちを コン トロール して いる姿を,教 師は肯定 的に受

け止めなが ら,D児 が 自分を 出 してい る場面 や自分の思いを友達 に素直 に伝えてい る姿 を

認 めた り,ま わ りの幼児 に伝え た りしてい くことが重要であ る。 それによ ってD児 は自分

の思 いが受 け止 め られた喜 びや,自 己発揮す る楽 しさを味わ うことがで きると考 える。
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③ 忍者 になりたいとい う思いを 出 して楽 しんで いるH児

〔教師が とらえて いたH児 の姿〕

H児 は,活 動的で 自分のや りたいことに意欲的に取 り組み,ア イデアを出 しなが ら遊ぶ。

しか し,友 達 に邪魔 され る と感情的 に怒 った り,自 分の思 い通 りに相手 を動か そう とした り

す ることがあ る。興味 ・関心,自 己主張,持 続力の面で は,力 強 さが感 じられ る。感情の コ

ン トロールや友達 の思 いを受 け止 め られ ることがで きるよ うにな って ほ しい と思 って いる。

忍者 ごっこ 一2年 保育4歳 児6月

幼 児 の 言 動 と 教 師 の 働 き か け 教師や幼児の思い 陵 素など

①H児 はr忍 者 で ござ る』 の 曲 を か け なが ら歩 いて い

る。 テ ープ レコー ダを 朝 礼 台 の上 に 置 き,踊 る。

② 教 師 は,雰 囲 気 作 りの た め に段 ボー ル で作 った 「岩 」

を保 育 室 に取 りに行 く。

③H児 は,教 師 の 動 き に気 付 き一 緒 に運 ぶ 。

④忍者のポーズを とった り滴 噺 か ら飛 び下 りたりi

す る。 歌 詞"石 に 化 け た"の 所 で ギ岩 」 に隠 れ る。

⑤ 教 師 は,拍 手 を した り声 を か け た り して 見 て い る。

⑥隷 膿:警 謂 駕∵ 者になりきつて飛びi

⑦ 睨,ぼ くが ・増 え るの 術 ・ とい 。 た ら出て くるの1

ね 。 」 と1児 に 言 う。

⑧1児 は応 答 せ ず,忍 者 に な り き って 楽 しん で い る。

⑨H児 が1児 を 後 か ら押 し,1児 は朝 礼 台 か ら落 ち る。

⑩1児 「何 で 押 す の 。 僕 だ って や りた い。 」 と言 う。

⑪ 教 師 「Hち ゃん,押 した ら危 な い よ 。.と 少 しき っ

く言 い 「1ち ゃん だ って や りた い の よ ね。 」 と言 う。

⑫1児 は,朝 礼台 に上 が り,同 じ動 きを 繰 り返 し行 う。

⑬H児 は,テ ー プ を 巻 き戻 し,初 め か ら同 じ動 作 をす

る。 時 々,「 先 生見 て 。 」 「石 の 術 。 」 「こ こ に隠

れ るん だ よ 。 」 と言 い な が ら岩 の 後 に 隠れ る。

⑭ 教 師 は,H児 の 動 きを 見 守 る。

① 昨 日の 遊 び は楽 しか'

った。 今 日 もや ろ う。

② よ り忍 者 の雰 囲 気 に

な り楽 しあ る ので は

な いか と思 い 「岩 」

を提 示 す る。

④ 忍者 にな りきって 動

きや雰 囲気を楽 しむ。

⑦ 自分 の 動 きを楽 しみ

た いの で,1児 は一

緒 に して ほ しくな い。

"増 え るの 術"ま で 待

って ほ しい と思 う。1

⑨ 自分 が 言 った通 り に
…

な らな いの で 不 満 。

1
⑪H児 の した行動が危i

意欲

表現力

創造性

自己主張

性

自己主 張

1性

険なことに気付い引

聡 濃 欝1
⑬濃 謙 瓢 麗の柔

と思う.{

〈考 察 〉

OH児 の思 い と経 験 して い る 内容

・忍 者 に な りき って ,十 分 に 自分 の 動 きを 楽 しん で い る姿 か ら,自 分 の や りた い こ とが で き

る喜 び を味 わ って い る。

・自分 の イ メ ー ジを実 現 した いが ,相 手 が 自分 の 思 い 通 りに な らな い こ とを 感 じて い る。

OH児 の た くま しい と思 われ る姿

・忍 者 とい うイ メー ジの世 界 で な り き って楽 しん で い る。(創 造 性)(表 現 力)(意 欲)
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・1児 に自分の動 きを邪魔 されるが,自 分のや りたいことを続 けている。(自 己主張性)

・自分の 目的を遂げなが ら1児 を受 け入れ るために,自 分な りに考 え伝え ようと している姿

か ら,相 手を受入よ うとす る 「しなやか さ」が見 られ る。(思 考の柔軟性)

教 師 は,自 分 の都 合 の い い よ う に指 示 し,相 手 の動 きを 阻止 す る幼 児 だ と思 っ

て い た。 しか し,分 析 して い く うち に,H児 は,自 分 の イ メー ジを実 現 して い くた あ に,

"増 え るの 術"を 考 え 出 す な ど して
,H児 な りに相手 を受 け入 れ よ う と して い る こ とが分

か った。 また,友 達 との か か わ りを求 あて い るの で は な いか と気 が 付 い た。 この こ とか ら

H児 の よ さ に 目を 向 け,H児 の 考 え を生 か して い くこ とが 大 切 で はな い か と思 っ た。

教師が気付いた こと

★教師 の援助の在 り方

・H児 の先生 に見て ほ しい とい う要求 を受 け止 め,H児 が安心 して遊べ るよ うに見守 ること

で,H児 の安定感を保 ってい くことが大切であ る。

・H児 の 「ぼ くが増え るの術 といった ら出て くるのね。」 と言 った場面で,H児 の気持 ちや

考えを認 め生 か して い くことが,H児 が 自分の表 し方や友達 とのかかわ り方 に気付 いてい

け るよ うにな ると思われ る。

5た くま しさを育 てる援助

私 た ちは,幼 児のた くま しさ

が育つ様子の一例 を右の図のよ

うに考え た。

幼児 は,興 味 ・関心が高ま っ

た とき,意 欲を もって その興味

・関心 を もった事柄 に対 し行動

を開始 する。それが右の図の下

の 「ス ター ト」の ところで ある。

そ して,友 達 ・教師 などの人的

環境や,物 的環境 か ら様 々な影

響を受け,想 像性 ・創造性 を発

揮 して満足感を味 わ った り葛藤

したりす る。また 自己主張 を し

た り挑戦 した り,挫 折を した り

す るなど,様 々な感情を体験 し

て い く。 さ らに,こ う した体験

を通 して味わ った満足感や葛藤

など様 々な思 いが次への意欲を

引き起 こす。 この繰 り返 しの中

で,幼 児 は 「しなや か さ」 や

た く ま し さ が 育 っ 様 子

懸 たくまし嘆
オ

ぞ 汰 焔 足 々
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「力 強 さ 」を 少 しず つ 獲 得 し,よ りた くま しい姿 へ と成 長 を続 けて い くと考 え る。

そ こで 教 師 は,P15の 「た くま しさを と らえ る要 素 」 の項 で 述 べ た 要 素 を視 点 と して そ

の 幼 児 な りの た くま しさを と らえ た上 で,図 の よ う に,幼 児 が 葛 藤 して い る と きや困 難 さや

満 足 感 を感 じて い る と き に,見 守 る,共 感 す る;具 体 的 な方 法 を 知 らせ る,満 足 感 を もたせ

る な どの 援 助 を 行 って い くこ とが 大切 で あ る。

その 際,常 に気 を 付 けた い の が,す べ て の 幼 児 が 同 じよ うな た くま しさを身 にっ け る こ と

を 要 求 す るの で は な く,「 力 強 さ 」 や 「しなや か さ」 に注 目 し,"そ の 幼 児 な りの た くま し

さ"を 育 て るよ う心 掛 け る こ とで あ る。

また,幼 児 が た く ま しさを発 揮 す る に は,友 達 か らの刺 激 や 教 師 との信 頼 関 係 な どが 大 き

く影 響 す るの で,そ れ らに も配 慮 した援 助 を 考 え て い く こ とが 大切 で あ る。

IVま とめ と今後の課 題

1ま とめ

(1)幼 児 は,表 情や言動な どで 自分の思いを表現 してい る。 「幼児の思いを受 け止 ある」 とは,

様 々な幼児のサ インを読み取 り,そ の気持 ちに沿 って対応 して い くことである。 そ こで,幼

児の思 いを的確 に受 け止あ援助 してい くたあには,幼 児の表現の仕方か ら くる印象や感覚で

「た くま しい幼児」 「た くま しくない幼児 」と受 け止めるので はな く,た くま しさを とらえ

る要素 を視点 と して幼児の多様なた くま しさをと らえ ることが大切であ る。

視点 を もって分析す ることによ ってその幼児 な りのた くま しさを受け止 め ることがで き,

教師 自身の意識を改革す ることにつなが り,援 助の方向が明 らか にな る。

② 教師 はた くま しさを求め るあま り,幼 児 自身の力で生活 や遊 びを進め困難 や障害 を乗 り越

えて い くことを求めが ちであ る。 しか し,自 分 を押 し出す 「力強 さ」だけでな く,相 手 との

かかわ りで 自分の方 向を変えなが らも,自 分の思 いを実現 しよ うとす る 「しなや かさ」の面

に も目を向ける必要が あることが分か った。

(3)幼 児 の生活経験の不足や技能の未熟 さが活動への意欲を失 わせ,た くま しさの発揮 を阻ん

でいる事例 もみ られ た。 このよ うな ことか ら,幼 児が 自分 自身で成 し遂げた満足 感や自信を

得て 自分で表現す る力を発揮で きるよ う,時 には教師が手を貸 した り,一 緒に行 動 した り,

教えた りす るな どのた くま しさの基盤 となる技能の習得を促す援助が必要であ ることが分か

った。

2今 後の課題

た くま しさを とらえ る要素 にっいて事例 を通 して研究 し,指 導 の在 り方を探 って きたが,

今後 は,様 々な傾向の対象児を選び継続 的に観察 し,そ の変容を とらえ ることによ って"た

くま しさ"の 要素を見直 し,検 討 してい くことが課題であ る。
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